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の南部町立西伯小学校で行った「一式飾 」の授業の様子である。私が陶器一式の 「龍」を提示し、研究室の学生が説明している。 「龍」は連載の第３回で取り上げた、平田で学生たちと制作 た作品である。この「龍」をもとに、出雲地方の陶器のカエルを用いた「見立て」の面白さを伝えている。　「法勝寺一式飾り」の地元の西伯小学校で、 「一式飾り」を学ぶ授業を始めて今年で５年。当初は「一式飾り」は地元にしかないと思い込み 希少性を誇るだけであった子どもたちが、出雲や北陸などにも「一式飾り」があることを知って視野が広がり、江戸時代から続く伝統に興味を示すようになった。
　
また、子どもたちは「一式
飾り」 の伝統の根本にある 「見立て」の面白さを知って、自分たちでも容易にできることに気付き、身近にある学用品を見立て 作品作りを始めた。　
こうして小学生が作っ 作
品が、毎年４月の「さくらまつり」で飾られるようになり、地域の人たちの大きな励みになっている。子どもも祭りに参加することで、地域の一員としての自覚が芽生えている。　
読者の皆さんは「一式飾
り」を単なる遊びと思われるかもしれ が、それは年に一度の祭りのハレの日 、住民が協同して行う娯楽であり、地域の暮らしに活力を生み出す、大切な行事である。　
そんな豊かな生活文化が今
も山陰の地に息づいている。地域で受け継がれてきた伝統が途絶えてしまわないよう、「一式飾り」のバトンを若世代につなぐ活動を、今後も地域と連携しながら続けていきたい。
オブジェを作り、
16世紀の画
家アルチンボルドも、野菜一式を人の顔に見立てた絵画を描くなど、 「見立て」
「一式飾り」のバトンをつなぐ
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